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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中世末期の托鉢修道会における説教作成の実態解明に寄与した。修道会
間の知的交流は、説教研究が各修道会ごとになされてきたために、これまで見落とされてきた。本研究は、イタ
リアの著名説教師の説教が、同地域のみならず、ヨーロッパに「輸出」され、異なる托鉢修道会の間の「共有財
産」として草の根レベルで参照された実態、さらには托鉢修道会の外部（他修道会、在俗聖職者）においても多
様な方法で筆写・参照されていた事実を、未刊行の写本と初期印刷本の検討から明らかにした。本研究の成果に
は、フランチェスコ会の著名説教師ロベルト・ダ・レッチェの新たな説教写本の発見も含まれる。

研究成果の概要（英文）：This study contributes to the clarification of the sermon production and 
circulation in mendicant orders in the late Middle Ages. Intellectual exchange between religious 
orders has been overlooked because the study of sermons has been conducted separately for each 
order. This study reveals the fact that the sermons of prominent Italian preachers not only 
circulated within Italy but were “exported” also to other areas in Europe and were referred to at 
the grassroots level as “common property” among different mendicant orders, and that they were 
also copied and referenced in various ways outside the mendicant orders (other religious orders, 
secular clergy). The research was based on an examination of unpublished manuscripts and early 
printed books. The results of this study also include the discovery of a new manuscript of sermons 
by Roberto da Lecce, a prominent Franciscan preacher.

研究分野：西洋中世史　

キーワード： 托鉢修道会　知的交流　説教　写本　初期印刷本　中世ヨーロッパ　イタリア　インテレクチュアル・
ヒストリー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　異なる托鉢修道会間の知的交流に着目して説教作成を検討した本研究は、単一の修道会の枠内で進展してきた
説教研究に新たな視座を提供するとともに、テクストの背景にある知的文脈を探るインテレクチュアル・ヒスト
リーの研究にも寄与するものである。そして中世ヨーロッパのマス・メディアである、托鉢修道会の説教の実態
解明は、様々な問題が指摘される現代メディアのあり方を再考する際にも有益な示唆を与えるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

説教研究は、伝統的に修道会史や文学研究の一部として行われてきた。しかし 1970年代、社

会史の進展とともに、説教が、中世の人々の「心性」を知るための有効な史料として認識され、

歴史家一般の関心を集めるようになった。近年の研究では、①説教師による教会・広場での説教

の実施とその受容の局面、いわば「説教の場」の解明が進んでいる。一方、②説教そのものが修

道院において練り上げられる過程については、ヨーロッパ各地の托鉢修道会説教師が、説教術書

などのツールを用いて説教を作成していた事例が報告されているほか、イタリアについては、本

研究代表者が、説教日誌から、ある無名フランチェスコ会説教師が、聖書や神学書さらにはその

他の説教師の説教を参照して、説教を作り上げていた様子を明らかにするなど、事例が徐々に積

み上げられている。とはいえ、なお実態の不明な点が多く、①と②を合わせた包括的な説教研究

の必要性が叫ばれている。そこで本研究は、②の説教作成について、これまで見過ごされてきた、

フランチェスコ会やドミニコ会といった托鉢修道会間の知的交流のなかで説教が生み出されて

ゆく過程に着目することにした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、説教の作成過程の解明に取り組むことで、托鉢修道会説教の包括的理解に向

けた一歩を加えることである。特に、説教が生み出される過程を説教師たちが修道会の垣根を越

えて知的交流するなかに見ること、具体的には図 1のように、異なる修道会の著作の相互参照・

借用関係のなかに見出すという点において、学術的な独自性を持つ。初期印刷本の登場によって、

写本と印刷本が複雑に絡まりあいながら言説が紡ぎだされてゆくという中世末期特有の状況の

なかで、托鉢修道会の知的営みを浮かび上がらせることを目指す。 

 
 

３．研究の方法 

上記の研究目的に従い、次の①～③の三種類の説教史料を数多く検討することで、総合的な研

究を実施する。①これまでの研究では注目されてこなかった、異なる托鉢修道会の説教が混在す

る写本について、ヨーロッパ各地の文書館の所蔵状況を調査し、写本の収集・文字起こし・内容

分析をおこなう。その際に、イタリアの説教師による説教が含まれることを条件とする。②広く

ヨーロッパでその説教が伝播した、イタリアのフランチェスコ会説教師ロベルト・ダ・レッチェ

（1425-1495年）の説教を収めた写本と初期印刷本に着目する。それらの国際的な流布の実態を

調査し、写本と印刷本の収集・文字起こし（写本）・内容分析をおこなう。③ドミニコ会説教師

マルコ・ディ・ピエトロ・スッキエッリ(1442年頃-1512年)の自筆説教写本の文字起こし・内容

分析をおこなう。ジローラモ・・サヴォナローラと同時期にフィレンツェで活動した彼の説教を再



構成することで、サヴォナローラの陰に隠れ、研究が特に不十分である中世末期ドミニコ会説教

師たちの説教作成の一端を明らかにする。 

 
４．研究成果 

上記「３．研究の方法」の①～③に沿って研究成果を記す。 

 

（１） 異なる修道会の説教が混在する写本 

初年度以降に調査して入手した、異なる修道会の説教が混在する写本史料のデジタル写真に

ついて、文字起こし作業と内容分析を進め、その成果を 1908 年創刊のフランチェスコ会史研究

の国際的学術雑誌である Archivum Franciscanum Historicum 誌（An.114, 2021）において、

‘The Coexistence of Franciscan and Dominican Sermons in Manuscripts of the Late Middle 

Ages’と題して発表した。 

この論文では、複数の托鉢修道会の説教が混在して収録された写本に関して、特にフランチェ

スコ会士ロベルト・ダ・レッチェとドミニコ会士レオナルド・ダ・ウーディネ・（1400年頃-1469

年）というイタリアの著名説教師二人の組み合わせがイタリアのみならずアルプスを越えて広

範な地域で確認されることに着目した。イタリア・（ナリリ、モンププランドーネ）とドイツ・（フ

ランクフルト・アム・マイン、ミュンヘン、キール）の計 5都市に残された写本を主に取り上げ、

両修道会が時には無原罪の御宿りや聖血の解釈をめぐり激しい論争を繰り広げる一方で、多様

な説教主題について互いの説教を取捨選択して範例として参照していた点を明らかにし、さら

に托鉢修道会の外部においても二人の説教が独自の秩序によって筆写・参照されていたことを

示した。 

具体的には、説教を準備するフランチェスコ会士たちは、ロベルトのような、所属を同じくす

る修道会の著名説教師の説教集をベースに説教を準備する一方で、レオナルドの四旬節説教集

のような異なる修道会の説教集も参照・・借用して、当時流行となりつつあった古代ローマに関す

る説教部分を取り入れ、あるいはレオナルドの・「聖霊」を主題とした説教を書き写しつつ、それ

をフランチェスコ会の説教師や神学者の見解でもって解釈し、領有するなどしていた。他方、ド

ミニコ会の環境で作成された混在写本においては、先行研究において・「神の怒り」や・「最後の審

判」のような聴衆の恐れに訴えて悔い改めを促す説教が人気であったとされるロベルトについ

て、実に多様な主題の説教が収録されていた。さらに、アウグスチノ修道参事会に属する写本の

ような、非托鉢修道会の環境で作成された写本は、托鉢修道会説教の広範な普及を証するもので

あり、拙稿で取り上げた事例では、写本作成者は、托鉢修道会からも観想修道会からも説教を自

由に選択・収集し、彼なりの主題配置に従って、膨大な量の説教を長年かけて書き写していた。 

以上の点から、ロベルトやレオナルドのようなイタリアの著名説教師の説教は、修道会の壁を

越え、そしてイタリアという地域を越え、いわば「共有財産」として、説教の作成過程において

広く柔軟に参照されていた実態が明らかとなった。なお、興味深いことに、イタリアからドイツ

への説教「輸出」が盛んであったのに対して、逆方向のドイツからイタリアへの流れは圧倒的に

少ないことが確認された。この現象の解明については、研究期間の都合上、十分な実証研究をお

こなうことができなかったため、今後の研究プーマとしたい。 

 

（２） フランチェスコ会士ロベルト・ダ・レッチェの説教を収めた写本と初期印刷本 

研究期間を通じて入手した、ロベルト・ダ・レッチェの説教を収めた写本と初期印刷本に関す

る研究成果を、ロベルト・ダ・レッチェに関する論文集 The Sermons, Manuscripts, and 



Language of Roberto Caracciolo da Lecce (Giacomo Mariani, Steven J. McMichael (eds.), Brill, 

2024)において、 ‘The Use of Roberto Caracciolo da Lecce’s Sermons in Late Medieval 

Manuscripts’と題して発表した。この論文集はオランダの Brill 社が出版する中世フランチェス

コ会に関するシリーズの一冊である(The Medieval Franciscans, Volume: 24)。  

上記論文では、写本から印刷本への移行という単線的な流れではなく、中世末期における写本

と印刷本の複雑な絡まりに焦点をあて、修道会の垣根を超えた説教師たちの活動実態を論じた。

当該論文の意義として、特に次の二点が挙げられる。第一に、ヨーロッパにおけるロベルト説教

の写本/印刷を通した広範な受容のあり様を、ロベルト説教を筆写・参照した修道士・在俗聖職

者たちの視点から読み解いた点である。托鉢修道会間の知的交流に焦点を当てた本研究課題は、

研究が進むなかで、上記（１）でも一部示したように、托鉢修道会説教がさらに非托鉢修道会や

在俗聖職者の間において多様な方法で参照・借用されていた実態を浮かび上がらせ、宗教改革前

夜における托鉢修道会説教の影響力を知らしめることとなった。そのことを示す、興味深い事例

として、上記論文ではロベルト説教の初期印刷本を自分なりにカスタマイズして写本を作成し

た、ヴィルプンのプレモントレ会士の事例を挙げた（インスブルック大学図書館、ms. 728）。  

第二の意義は、ロベルトの説教写本に関する新たな発見にある。本研究代表者は、北イタリア

のフランチェスコ会の環境で作成されたと推測され、その後ドイツに渡り、現在はフランクフル

ト・アム・マインの大学図書館が所蔵する写本（ms. lat. oct. 117）について、出典の記載のな

い「断食」を主題とした四つの説教が、ロベルトが 1451年にパドヴァでおこなった四旬節説教

の、これまで知られていなかった筆録ヴァージョンであることを同定した。このロベルトがおこ

なった説教の新たな証言は、広範に伝播したロベルト説教の理解に貢献するものである。 

ロベルトの説教写本と初期印刷本については、日本国内の一般読者も対象として出版された

『イタリア史のフロンプィア』（イタリア史研究会編・共著、昭和堂、2022 年）において本研究

代表者が担当した・「中世末期イタリアの遍歴説教師－杖と書物とそら豆と」と題した章のなかで

も言及し、学術的成果を社会に還元した。  

 

（３） ドミニコ会士マルコ・ディ・ピエトロ・スッキエッリの自筆説教写本 

 スッキエッリの未刊行説教写本（フィレンツェ国立中央図書館、MS Conventi Soppressi  

I. VII. 4.）の文字起こし・内容分析から得られた成果として、サヴォナローラと同時期に活動

したスッキエッリが、ドミニコ会の知的伝統に依拠しながらも、同時代のフランチェスコ会説教

師たちと同様に、当時のフィレンツェでみられた人文主義的な知的傾向を摂取していた様子や、

これまでの説教研究では指摘されてこなかったが、彼のように一人の説教師が複数の説教スタ

イルを併用していた実態が明らかとなった。その成果の一部を、2019 年 7月にイギリスのリー

ズ大学で開催された国際中世学会 International Medieval Congress で、‘A Sermon Collection 

of the Dominican Friar Marco di Pietro Succhielli’という題目で口頭発表をおこなった。その

後さらに精緻に分析を試み、スッキエッリによる説教作成に関する論文を執筆した。スッキエッ

リの事例は托鉢修道会間の知的交流について多様なあり様を浮かび上がらせるという点で有意

義であり、国際的な学術雑誌に投稿済である。 

なお、女性に関するスッキエッリの説教については、司牧と修道制に関する論文集 Pastoral 

Care and Monasticism in Latin Christianity and Japanese Buddhism (ca. 800-1650)（Toshio 

Ohnuki, Gert Melville, Yuichi Akae, Kazuhisa Takeda (eds.), LIT VERLAG, 2024）において、

‘Preaching on/for Women by a Dominican Friar in Savonarolan Florence: A Sermon 

Collection by Marco di Pietro Succhielli’と題して発表した。この論文集は、修道会研究におい



て定評のある Vita regularis シリーズから刊行された (Vita regularis - Ordnungen und 

Deutungen religiosen Lebens im Mittelalter. Abhandlungen 84)。スッキエッリの説教は、中

世キリスト教におけるミソジニーの伝統のもとで、一般的に説教において女性に厳しい論調が

多いなかで、聖書に登場する数多くの女性たちをリジプィブに取り上げ、女性嫌悪のまなざしが

一切読み取れないという点でユニークである。 

 

本研究課題は、コロナ感染症の拡大とともに、当初の研究計画の一部変更を迫られたが、上記

（１）～（３）の成果を得ることができた。それらは、説教の実施と受容の局面を扱う研究にも

影響を与え、単一の修道会の枠内で進展してきた説教研究に大きなインパクトを与えるにとど

まらず、プクストの背景にある知的文脈を探るインプレクチュアル・ヒストリーの各研究にも刺

激を与えるものである。 
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